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奥
田
校
下
自
治
振
興
会

運
河
の
ま
ち
を
愛
す
る
会

会
長 

竹
内　

さ
ん

　

富
山
城
か
ら
富
山
港
へ
の
舟
運
を
復
活
さ
せ
、

街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
松
川
に
遊
覧

船
が
就
航
し
て
か
ら
早
20
年
。
そ
の
後
、
中
島

閘
門
、
牛
島
閘
門
も
復
元
さ
れ
、
後
は
い
た
ち

川
の
水
位
差
を
克
服
で
き
れ
ば
、「
夢
の
神
通

回
廊
」
構
想
の
一
つ
が
現
実
化
す
る
。

　

森
市
長
も
「
松
川
と
い
た
ち
川
の
水
位
を
、

何
ら
か
の
方
法
で
一
定
化
で
き
れ
ば
、
今
あ
る

遊
覧
船
が
、
環
水
公
園
や
い
た
ち
川
上
流
へ
も

い
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
夢
を
語
る
。

　

１
９
９
９
年
８
月
、
全
国
運
河
サ
ミ
ッ
ト
で
、

松
川
遊
覧
船
「
滝
廉
太
郎
Ⅱ
世
号
」
が
、
富
岩

運
河
で
の
初
の
体
験
ク
ル
ー
ズ
を
行
っ
た
。
あ

れ
か
ら
７
年
。
今
年
１
月
21
日
、「
運
河
の
ま

ち
を
愛
す
る
会
」
が
「
運
河
の
ま
ち
こ
れ
か
ら
」

を
開
催
、
会
長
の
竹
内
茂
さ
ん
は
、「
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
が
４
月
29
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
富
岩
運
河
を
も
っ
と
生
か
せ
な
い
か
考

え
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
。

　

出
席
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
や
市
民
か
ら
は
、「
松

川
の
遊
覧
船
を
い
た
ち
川
、
運
河
へ
乗
り
入
れ

て
ほ
し
い
」、「
遊
覧
船
と
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
繋

い
で
、
回
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
」
と
い
っ

た
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
愛
宕
校
下

自
治
振
興
会
会
長
の
西
村
淳
一
さ
ん
も
、「『
夢

の
神
通
回
廊
』
の
実
現
で
、
松
川
、
い
た
ち
川
、

運
河
を
繋
い
で
、
遊
覧
船
が
行
き
交
う
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
と
、
夢
を
語
る
。
い
ま
、
運
河

の
活
用
策
を
考
え
る
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き

て
い
る
。

富
山
城
か
ら
、

富
山
港
へ
の
舟
運
を

復
活
さ
せ
よ
う
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全国運河サミット（1999 年）で、富岩運河・中島閘門探検クルーズが
始まる。松川遊覧船「滝廉太郎二世号」の就航で、富山城から富山港への、
舟運復活の夢が広がった。

環水公園はかつての神通川
の中にあり、遊覧船で繋が
れば、水の都の歴史が蘇る
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